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八
十
年
前
の
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
は
、
日
本
が
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
に
奇
襲
攻
撃
を
か
け
、
ア
ジ
ア
。

太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
日
で
す
。
戦
争
中
、
天
皇
の
詔
勅
（
命
令
）
に
よ
り
、
こ
の
赤
紙
一
枚
で
愛
す

る
息
子
。
夫
・
恋
人
が
戦
場
に
駆
り
出
さ
れ
多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
戦
争
で
中
国
や
東
南
ア

ジ
ア
の
人
々
二
、
○
○
○
万
人
が
、
日
本
人
も
兵
士
を
は
じ
め
広
島
・
長
崎
で
の
原
爆
投
下
や
各
地
の
空

雲
な
ど
で
三
一
○
万
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
の
で
す
。

二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
こ
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
訴
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
赤
紙
（
召
集
令
状
）
の
コ
ピ
ー
で
す

い
の
ち

生
命
を
生
み
だ
す
母
親
は
生
命
を
育
て

生
命
を
守
る
こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す

擬
沸
諺
・
《
開
、
ン
ラ
ハ
誌
誼
蕊
而
沈
漁
諜
ヲ
参
照
メ
ヘ
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真
の
平
和
は
武
力
で
ぢ
く
、
平
和
外
交
石

憲
法
に
基
づ
い
た
政
治
と
、

子
ど
も
お
ち
に
平
和
芯
未
来
を
Ｉ

憲法劉条『改正』に反対し議す
、
ノ21年１Ｚ月８日武器はいらない核もいらない平和を守る全国母親達鎖行動

今
日
廻
月
８
日
は
、
帥
年
前
に
旧
日
本
軍
が
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
を
奇
襲
攻
撃

し
、
そ
れ
ま
で
の
日
中
戦
争
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
全
面
突
入
し
た
日
で

す
。
国
内
外
に
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
て
敗
戦
と
な
っ
た
８
月
晦
日
と
と
も
に
、

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
日
で
す
。

す

日
本
は
戦
後
、
再
び
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
、
被
害
者
に
も
加
害
者
に
菱

も
な
ら
な
い
と
非
戦
の
誓
い
を
し
、
現
在
の
平
和
憲
法
を
作
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
み

が
今
、
国
会
で
は
先
の
衆
議
院
選
挙
で
、
改
憲
を
望
む
勢
力
が
発
議
に
必
要
な
３
惇

分
の
２
の
議
席
を
大
き
く
超
え
ま
し
た
。

の善

憲
法
◎
々
条
変
え
て
、
「
戦
争
す
る
画
」
八
つ
。

と

２
０
１
５
年
に
多
く
の
国
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
「
安
保
法
制
」
が
成
立
こ

し
、
自
衛
隊
は
海
外
で
米
軍
と
共
に
軍
事
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
る

肌
剛
肌
恥
顎
刑
潔
鴎
鰯
嬢
溺
訳
蝋
儲
既
印
徹
陶
脚
誌
帥
鮒
守

違
反
と
の
批
判
が
強
か
っ
た
た
め
、
法
律
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
こ
れ
ま
で
の
軍
確
純

事
行
動
は
後
方
支
援
な
ど
に
限
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ぃ
生

自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
す
る
っ
。

で

隊
鋤
蕊
鰐
訓
捲
線
脈
雛
溌
蕊
濡
伽
肋
北
駒
鰐
顕
然
鶴
育

制
攻
撃
（
「
敵
基
地
攻
撃
」
）
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。
誉

本
当
に
そ
れ
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

確
命

こ
の
ま
ま
で
は
、
海
外
で
戦
争
す
る
だ
け
で
な
く
、
武
器
も
自
由
に
作
り
、
自
由
ぃ
生

に
輸
出
し
て
、
軍
需
産
業
が
大
儲
け
す
る
、
ま
さ
に
軍
事
大
国
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
国
民
の
自
由
・
人
権
・
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
ば

く
の
国
民
が
自
衛
隊
に
求
め
る
こ
と
は
、
災
害
救
助
の
仕
事
で
す
。

中
国
な
ど
近
隣
諸
国
の
脅
威
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
武
力
で
平
和
が
守
れ

な
い
こ
と
は
、
歴
史
が
証
明
済
み
で
す
。
軍
事
力
に
頼
っ
て
い
て
は
際
限
の
な
い

軍
拡
競
争
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
ぞ
ろ
、
戦
前
の
よ
う
に
戦
争
へ
の
道
を

た
ど
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
現
代
は
核
兵
器
が
加
わ
っ
て
破
滅
的

な
恐
怖
で
す
。

日
本
を
軍
事
大
国
に
さ
せ
ず
、
子
ど
も
た
ち
に

戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会
を
手
渡
す
た
め
に
、

で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
！

憲
法
９
条
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

加
年
前
に
始
き
っ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争

、
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